8月９日金曜日　（2019年7月7日改定版）
1. 12時45分から14時30分
1 セッション６	高齢者・障害児者の環境　第2会場（S302）　座長：高橋 未樹子
入居者の重度化に伴う特養における運用方法の変容に関する研究 ー職員による入居者支援時の課題と対応－　山田　義文（日本大学）　
サービス付き高齢者向け住宅における認知症高齢者の居住継続に関する研究　渡邊　彩子（東洋大学）　
サ高住の現状と課題に関する考察	大塚　毅彦（国立明石工業高等専門学校）　
個室型障害者支援施設の建築構成に関する研究 －障害者自立支援法施行以降に開所した施設に注目して－　荒川　実緒子（東京大学）　
障害者支援施設における生活と支援の実態に関する研究　旧入所授産施設を対象とした事例調査	後藤　啓太（東京大学）　
東京都と千葉県における障害者グループホームの建築と運営に関する研究　松田　雄二（東京大学大学院）　
医療的ケアを必要とする児童生徒が在籍する特別支援学校の施設整備事例　鈴木　孝明（中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京株式会社）　

2 セッション８	研究発表（特定課題研究論文）認知の支援　第3会場　（S303）
	　座長：菅原　麻衣子
オポーネント：佐藤克志　
障害福祉サービス関連申請書類の「わかりやすい版」作成に関する検討 －横浜市および知的障害当事者との協働による実践  －　打浪　文子（淑徳大学短期大学部）　
認知症の人を支援する促しシステムの試験的導入　大森　清博（兵庫県立福祉のまちづくり研究所）　
　全体ディスカッション
（20分）　	

3 セッション10	地域②　第4会場（S202）	座長：阪東 美智子
柏崎市におけるボランティアと地域通貨　平野　実良（新潟産業大学）　
高齢者福祉施設を拠点とする地域福祉ネットワーク構築に関する基礎的研究　―高齢者施設運営事業者による子ども食堂　その２―　宮崎　幸恵（東海学園大学）　
買い物困難者対策としての移動販売の持続可能条件を探る　土居　靖範（立命館大学OB）　
愛知県内の高齢者居住地域における移動販売の役割	野田　宏治（豊田工業高等専門学校）　
高齢者を対象とした近隣歩行環境評価（ANEWS）の評価手法の構築 －千葉県習志野台団地を対象として－　塚原　勇介（日本大学）　
障害者入所施設における職員の家事負担に関する研究　正田　小百合（日本女子大学家政学部）　

4 セッション１２	移動②　第5会場（S203）
	座長：稲垣 具志
権利という視点から捉えた移動制約者の航空機利用に関する欧米の法的基準について	　丹羽　太一（東京大学大学院経済学研究科　REDDY）　
ゾーン30に対する住民のニーズとハード対策の受容性に関する研究　村松　佑都（国立呉工業高等専門学校）　
京丹後市200円バス＆レールの効果　森口　将之（株式会社モビリシティ）　
地方部におけるMaaS構築の論点－乗用タクシーの定額サービス導入に着目して－	　吉田　樹（福島大学　経済経営学類）　
特別支援学校送迎車両の改善に関する利用者アンケート調査	澤田　大輔（交通エコロジー・モビリティ財団）　
クワイエットアワー プロジェクト「発達障害者の買い物の困りごとに関するアンケート調査」	　橋口　亜希子（橋口亜希子個人事務所）　
韓国バリアフリー法等の運用における障害当事者の参加と課題　髙橋　儀平（東洋大学工業技術研究所）　

2. [bookmark: _GoBack]14時30分から15時00分　休憩
3. 15時00分から17時00分
1 研究討論会３　　法制度特別研究委員会第4会場（S202）
　「多様性社会における基本的人権としての住まいを考える」			
2 研究討論会４　東京オリンピックパラリンピック推進委員会　第5会場（S203）
東京2020パラリンピック大会を契機とした
当事者参加の仕組みとレガシーの構築に向けて

8月9日午後の部終了
全国大会全プログラム終了
以上

